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	応用
	抗原情報
	背景
	MAPK10：マイトジェン活性化プロテインキナーゼ10。JNK3、JNK3A、PRKM10、p54bSAPKとも呼ばれます。Entrez Protein NP_002744。MAPキナーゼファミリーの一員です。MAPキナーゼは複数の生化学シグナルの統合点として機能し、増殖、分化、転写調節、発達など、様々な細胞プロセスに関与しています。このタンパク質は、c-Jun N末端キナーゼ（JNK）の神経細胞特異的な形態です。リン酸化と核局在を介して、このキナーゼは神経細胞のアポトーシスにおけるシグナル伝達経路の制御的役割を果たします。受容体制御性MAPキナーゼの足場タンパク質であるβアレスチン2は、MAPキナーゼキナーゼ4（MKK4）と相互作用し、このキナーゼのリン酸化を刺激することが分かっています。サイクリン依存性キナーゼ5は、このキナーゼをリン酸化してその活性を阻害することができ、これは神経細胞のアポトーシスの抑制に重要である可能性がある。異なるアイソフォームをコードする4つの選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	NIH/3T3（1）およびSKN-SH（2）細胞溶解物に対するMAPK10マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	メタノール固定した A431 細胞 (左) と Hela 細胞 (右) の免疫蛍光染色。細胞質と膜の局在を示しています。

